
アジェンダ２１すいた 会議記録表 

 

作成者：小寺 

会議名 幹事会 

日 時 平成２８年１２月２１日（金） １０：００～１２：００ 

場 所 吹田市役所 高層棟２階 環境部会議室 

出席者(敬称略) 幹 事：三輪信哉、池渕佐知子、小田信子、喜田久美子、福井一彦、冨田卓己、佐

藤享、安本修 

事務局：石井、南方、小寺 

欠席者(敬称略) 幹 事：荒堀尚、水川晶子 

議事次第 １ 報告 部会、団体、事務局より報告 

２ 「すいた環境教育フェスタ」への出展について 

３ リコー寄付金・FreeWillについて 

４ 地球温暖化問題プロジェクト「すいた地球温暖化防止実践デー」について 

５ 交通部会について 

６ 前回継続審議・検討課題 

配布資料 ・寄付金について（資料１） 

・リコー提出「活動報告書」（資料２） 

・地球温暖化防止実践デー「エコ宣言」収集状況（資料 3） 

・すいた環境教育フェスタチラシ 

議事概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 報告 部会、団体、事務局より報告 

5 交通部会について 

■エネルギー部会幹事より、エコキャンドルイベント(2017/1/9)について連絡が

あった。 

・住宅公園にてエコキャンドルイベントを資源部会・エネルギー部会共同で開催す

る。 

・前回人を待たせてしまった反省を踏まえて、時間帯を区切って整理券を配る形式

に変更する。個数は 60個を予定している。 

■エネルギー部会幹事より平野下水処理場の見学会(2017/1/19)について連絡が

あった。 

・定例会を午前中にやってから、午後に見学会を行う。 

・参加希望者は申込みをすれば参加できる形式にする。 

・人数が何人まで参加できるかは下水処理場に確認の後、事務局へ連絡する。 

→後日 20 名と確認。 

■自然部会幹事より自然観察(2016/12/18)についての連絡があった。 

・当日参加の 2名を含めて 10 名の参加、スタッフを入れると 14名で行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も生物多様性の観点から自然観察会をやっていきたい。次回は違うもの、 

例えば蝶や田んぼなどのテーマで観察会を行ってみたい。 

・パンフレットも作成しようと考えているので、武田先生に外来種についての原稿

を依頼しているところである。受け取りは 1月中旬。 

・事務局から市報 4月号にて外来種駆除の記事について掲載する予定なので、先生

の原稿を一度見せていただきたいと伝える。 

■小田幹事より市民共同発電所についての連絡があった。 

・発電所の設置工事は完了した。 

・まだ、募金が 12 万円ほど足りないので引き続き協力を求めていきたい。 

・ＮＬに告知はすでに行っている。 

■事務局から交通部会について連絡があった。 

・会員の中から交通部会を復活させたいとの意見 

・馬場(慶)さんが取りまとめを行い、エコドライブや交通機関利用促進という面か

ら吹田市の交通施策を環境面から後押ししたい。 

・出来れば来年度からの再開を目指し、来年 1 月、2 月から準備会開催、4 月から

部員の募集、5 月に事業計画を作成していく予定なので幹事会の了承を得たいとの

ことだった。 

・幹事会としてはアジェンダの方針と乖離しないような形なら歓迎したい。 

 

２ 「すいた環境教育フェスタ」への出展について 

■すいた環境教育フェスタについて事務局より連絡があった。 

・アジェンダからは資源部会とエネルギー部会が出展。 

・資源部会は給茶コーナー、エネルギー部会はエコすごろくを行う。 

・予算としてフェスタからの補助金 5,000 円とアジェンダでのフェスタ用の予算

があるので、資源部会とエネルギー部会で使用用途について相談してもらいたい。 

・給茶コーナーでは環境メッセージを書いてもらい、段ボールで作ったメッセージ

ツリーに張り付けていく形にする。 

・書いてくれた人にティーバックをプレゼントする。 

・エゴすごろくも参加賞を考えている。 

→太陽光ライト(20本)、ボールペン 60 本、クリアファイル 200 枚。 

・クリアファイルにボールペンや印刷物などを挟んでお渡しする。 

・エネルギー部会としては講師の方の交通費と弁当代だけで済む予定である。 

・フェスタの前日(2/3)にアジェンダからの提案で参加団体との交流会を 17 時か

ら 17 時 30 分まで行う。参加費は 200 円。交流会準備・手伝いに池渕幹事・喜

田幹事も参加予定。 

・アジェンダの配布物、展示パネル等の展示用資材については事務局が用意する。 

・大阪大学環境サークル「ＧＥＣＳ」も出展予定。 

・出展場所は、環境政策室ブース。 



・出展内容はカードゲームをする予定。 

（カードゲーム：本サークルが開発した環境をテーマにしたゲーム） 

 

３ リコー寄付金 Free Willについて 

４ 地球温暖化問題プロジェクト「すいた地球温暖化防止実践デー」について 

■リコー寄付金について事務局から連絡があった。 

・リコーから助成が決まったとの連絡があった。 

・1 月末に振込予定、7月末には活動報告の提出。 

・光の広場イベントで使い切るか、7 月までの期限の中で他のイベントにも使うか

これから考えていかなければならないので幹事会でも方向性を決めてもらいたい。 

・このイベントで使い切るのは難しいと思われるので、他のイベントで使用した方

がよいのではないかという意見が幹事からあった。 

・事務局からは GECSにも光の広場イベント参加を検討してもらっているので、費

用が発生するならば負担してもらうことは出来るかと打診。 

・幹事会としては、それは構わないとの回答。 

・エコ宣言写真収集の際、その場で写真を印刷して、お渡しできるとよりいいので

はないかという意見が出た。 

・リコーから写真収集に協力していただく、寄付金を活用して機材を購入するなど

の意見が出された。 

 

６ 前回継続審議・検討課題 

■「30・10 運動」について 

・すいた環境教育フェスタ(2/4)でのフードドライブ、くるくるフォーラム(3/11)

でのパネルディスカッションなどの取組が紹介された。 

・松本市が発祥であり、そこでやり方が出来上がっているので、それを徹底的に真

似てしまうのも方法である。 

・ＮＬ原稿の写真については撮影済み。 

・どの部会が進めていくのか考える必要あり。 

・資源部会はやっていることが多いので、どこかが別に進めていく必要あり。 

・1/27 環境サポーター養成講座の出発式の際に呼びかけてみるのはどうか。池渕

幹事が出席予定。 

・30・10運動の際だけではなく、次世代の発掘は課題である。 

■こども CO2 ダイエットについて 

・千里新田小学校の校長に協力をしていただけないか交渉に伺った。 

・了解を得て、担当者と話をしたが、授業として取り入れるのは難しいとの回答。 

・ただ、夏休みや冬休みの宿題として生徒たちに配布してやってもらうのは可能か

もしれない。 

・宿題としてやってもらえるなら見直した上で外注することになる。 



■アジェンダ会員の交流会について 

・早めに声をおかけして人を集めた方がよいとの意見。 

・浜屋敷はどうだろうかという意見。 

・浜屋敷の利用可能人数や利用できる日程について小田さんに照会をしていただく。 

→後日、4/2(日)で申請済 

次回の日程 平成２9 年 1月 17日（火）16：00～  環境政策室会議室 

 


